
新
入
生
歓
迎
会
で
は
初
め
に
中

島
泰
彰
校
長
先
生
が
「
ク
ラ
ス
や

学
年
の
横
の
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、

学
科
の
縦
の
つ
な
が
り
も
大
事
に

し
て
ほ
し
い
。
3
年
生
が
中
心
に

な
っ
て
生
徒
会
活
動
や
部
活
動
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
次
に
生

徒
会
長
の
上
口
護
君
（
情
3
）
が

「
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
、
生
徒
に
役

立
つ
よ
う
努
力
す
る
。
旭
工
は
部

活
動
が
盛
ん
な
の
で
積
極
的
に
参

加
し
て
ほ
し
い
。
早
く
慣
れ
て
よ

り
良
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

放
送
局
制
作
の
学
校
と
部
活
動
、

生
徒
会
活
動
の
紹
介
動
画
が
映
し

出
さ
れ
た
後
、
上
口
会
長
が
生
徒

会
役
員
を
紹
介
し
た
。
部
活
動
紹

介
で
は
合
計
24
の
部
・
局
・
同
好

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
部
員
の
募
集
を
し
た
。

最
後
に
、
新
入
生
を
代
表
し
て

近
藤
晴
斗
君
（
機
1
）
が
「
こ
の

行
事
を
通
し
て
旭
工
の
雰
囲
気
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
た
ち

も
一
日
で
も
早
く
旭
工
生
の
一
員

と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

近
藤
君
は
「
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
す
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、

と
て
も
緊
張
し
た
。
印
象
に
残
っ

た
の
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
、
白

鳥
の
衣
装
を
つ
け
た
人
が
出
て
き

て
撃
退
さ
れ
る
の
が
お
も
し
ろ
か
っ

た
」
と
話
し
た
。

小
西
輝
君
（
電
1
）
は
「
会
場

全
体
の
雰
囲
気
が
良
く
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
た
の

は
野
球
部
の
一
発
ギ
ャ
グ
。
部
活

動
は
先
輩
か
ら
誘
わ
れ
た
の
で
新

聞
局
に
入
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
」

と
語
っ
た
。
山
本
琥
太
郎
君
（
電

1
）
は
「
旭
工
は
雰
囲
気
が
良
い

と
感
じ
た
。
旭
工
出
身
の
兄
の
話

ど
お
り
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
楽
し

か
っ
た
。
演
劇
部
の
劇
は
中
学
校

で
は
見
る
機
会
が
な
く
、
し
っ
か

り
し
た
演
技
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

特
に
部
長
の
演
技
が
う
ま
く
印
象

に
残
っ
た
。
会
場
が
次
第
に
盛
り

上
が
り
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

部
活
動
に
所
属
し
て
い
な
い
2

年
生
2
人
に
取
材
を
し
た
。
楠
美

響
太
君
（
電
2
）
は
「
1
年
生
に

と
っ
て
有
意
義
な
時
間
に
な
っ
た

と
思
う
。
見
て
い
て
と
て
も
楽
し

い
歓
迎
会
だ
っ
た
。
部
、
局
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
が
紹
介
に
出
て
い
た
。

特
に
野
球
部
の
紹
介
は
力
強
さ
が

出
て
い
て
、
部
員
の
個
性
と
魅
力

が
表
れ
て
い
た
。
と
て
も
憧
れ
る

よ
う
な
内
容
だ
っ
た
。
私
も
ど
こ

か
の
部
に
入
り
た
い
と
思
う
よ
う

な
時
間
だ
っ
た
」
と
話
し
た
。
西

野
幾
左
君
（
土
2
）
は
「
部
活
動

紹
介
を
見
て
い
る
2
年
生
が
一
緒

に
盛
り
あ
げ
て
い
て
旭
工
が
一
つ

に
な
れ
た
と
感
じ
た
。
サ
ッ
カ
ー

部
の
キ
ッ
ク
練
習
や
ボ
ー
ル
を
浮

か
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
奇
麗
だ
っ

た
。
部
活
動
を
や
る
予
定
は
な
い

が
思
わ
ず
入
り
た
く
な
る
ひ
と
と

き
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

生
徒
会
副
会
長
の
熊
谷
慶
嗣
君

（
機
3
）
は
新
入
生
歓
迎
会
に
つ

い
て
「
2
年
生
の
Ｈ
Ｒ
委
員
長
に

1
年
生
の
引
率
の
説
明
と
2
、
3

年
生
へ
の
整
列
の
指
示
を
し
た
。

進
行
は
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。
1
年

生
の
座
る
場
所
が
壁
ぎ
わ
ま
で
び
っ

し
り
と
な
り
、
通
路
を
確
保
で
き

な
か
っ
た
。
ま
た
、
放
送
局
と
の

連
携
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

吹
奏
楽
部
と
放
送
局
は
3
時
間
目

か
ら
準
備
と
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て

い
た
が
、
生
徒
会
の
担
当
者
は
前

日
に
動
き
の
確
認
と
司
会
の
練
習

を
し
た
の
で
、
放
送
局
と
の
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
来

年
度
は
連
携
を
高
め
る
た
め
に
、

放
送
局
と
生
徒
会
の
担
当
者
が
合

同
で
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

旭
工
に
は
た
く
さ
ん
の
行
事
が

あ
る
。
ま
ず
紹
介
す
る
の
は
工
高

祭
だ
。
工
高
祭
は
2
日
間
に
わ
た
っ

て
行
な
わ
れ
る
。
1
日
目
は
ク
ラ

ス
ご
と
に
ス
テ
ー
ジ
で
ダ
ン
ス
や

歌
を
披
露
す
る
。
2
日
目
は
一
般

公
開
さ
れ
実
習
棟
で
各
科
の
科
展

示
や
ク
ラ
ス
で
行
な
う
ク
ラ
ス
企

画
、
2
、
3
年
生
は
駐
輪
場
で
模

擬
店
も
で
き
る
。
当
日
だ
け
で
は

な
く
準
備
期
間
も
普
段
は
話
さ
な

い
人
と
も
会
話
が
で
き
て
楽
し
い

▼
次
は
旭
工
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
。

個
人
競
技
と
ク
ラ
ス
や
各
科
対
抗

の
競
技
が
あ
る
。
個
人
競
技
は
ト

ラ
ッ
ク
競
技
と
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技

の
二
つ
が
あ
る
。
ク
ラ
ス
対
抗
リ

レ
ー
や
学
科
対
抗
リ
レ
ー
で
は
誰

か
が
ミ
ス
を
し
て
も
声
を
掛
け
合
っ

て
応
援
す
る
▼
最
後
は
春
季
体
育

文
化
大
会
だ
。
体
育
系
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球

が
あ
り
、
文
化
系
は
大
富
豪
や
Ｕ

Ｎ
О
な
ど
の
種
目
が
あ
る
。
運
動

が
苦
手
な
生
徒
で
も
文
化
系
の
種

目
が
あ
る
の
で
楽
し
め
る
▼
2
年

生
で
は
見
学
旅
行
が
あ
る
。
自
主

研
修
と
コ
ー
ス
別
研
修
が
あ
り
、

自
主
研
修
で
は
早
い
段
階
か
ら
班

員
と
計
画
を
立
て
て
い
く
。
当
日

は
計
画
通
り
に
行
か
な
い
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
れ
も
含
め
て
楽
し
い

も
の
に
な
る
。
私
の
班
も
計
画
通

り
に
動
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
皆
で
話
し
合
っ
て
楽
し
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ホ
テ
ル
で

は
仲
の
良
い
友
達
と
部
屋
が
一
緒

に
な
っ
た
り
、
他
の
部
屋
に
行
っ

て
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
し
た
り
で

き
て
楽
し
い
▼
そ
れ
ぞ
れ
内
容
は

全
く
違
う
が
、
ど
の
行
事
も
ク
ラ

ス
や
学
科
で
一
致
団
結
し
て
取
り

組
む
の
で
楽
し
く
、
仲
も
深
ま
り

よ
い
も
の
だ
。

（
化
3
佐
々
木
）

新
入
生
歓
迎
会
で
は
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に
中
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長
先
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ス
や
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の
横
の
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、

学
科
の
縦
の
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な
が
り
も
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。
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に
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生
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会
活
動
や
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活
動
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ダ
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プ
を
発
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し
て
い
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て
ほ
し
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と
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。
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に
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会
長
の
上
口
護
君
（
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が

「
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迎
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、
生
徒
に
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立
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よ
う
努
力
す
る
。
旭
工
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部

活
動
が
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ん
な
の
で
積
極
的
に
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加
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て
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。
早
く
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よ

り
良
い
学
校
生
活
を
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て
ほ
し
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と
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を
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た
。

放
送
局
制
作
の
学
校
と
部
活
動
、

生
徒
会
活
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の
紹
介
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画
が
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し

出
さ
れ
た
後
、
上
口
会
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が
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徒

会
役
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を
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介
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活
動
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介
で
は
合
計
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の
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・
局
・
同
好
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が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
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を
ア
ピ
ー

ル
し
、
部
員
の
募
集
を
し
た
。
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に
、
新
入
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し
て
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晴
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（
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1
）
が
「
こ
の

行
事
を
通
し
て
旭
工
の
雰
囲
気
を

感
じ
る
こ
と
が
で
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た
。
私
た
ち

も
一
日
で
も
早
く
旭
工
生
の
一
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と
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て
活
躍
で
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る
よ
う
に
努
力

し
た
い
」
と
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。
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を
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張
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。
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象
に
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た
の
は
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を
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た
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が
出
て
き

て
撃
退
さ
れ
る
の
が
お
も
し
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っ
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と
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1
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は
「
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場

全
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の
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囲
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が
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く
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り
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が
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た
。
特
に
印
象
に
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っ
た
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は
野
球
部
の
一
発
ギ
ャ
グ
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部
活

動
は
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誘
わ
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た
の
で
新

聞
局
に
入
ろ
う
と
思
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て
い
る
」

と
語
っ
た
。
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本
琥
太
郎
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電
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は
「
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雰
囲
気
が
良
い

と
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出
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の
兄
の
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ど
お
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と
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も
に
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や
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で
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演
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部
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は
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見
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し
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た
演
技
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に
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長
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演
技
が
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く
印
象

に
残
っ
た
。
会
場
が
次
第
に
盛
り

上
が
り
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た
」
と
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た
。

部
活
動
に
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に
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1
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入
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た
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を
見
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る
2
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緒

に
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り
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い
て
旭
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が
一
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な
れ
た
と
感
じ
た
。
サ
ッ
カ
ー

部
の
キ
ッ
ク
練
習
や
ボ
ー
ル
を
浮

か
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
奇
麗
だ
っ

た
。
部
活
動
を
や
る
予
定
は
な
い

が
思
わ
ず
入
り
た
く
な
る
ひ
と
と

き
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

生
徒
会
副
会
長
の
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慶
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君
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）
は
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生
歓
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会
に
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い
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「
2
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生
の
Ｈ
Ｒ
委
員
長
に

1
年
生
の
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率
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説
明
と
2
、
3

年
生
へ
の
整
列
の
指
示
を
し
た
。

進
行
は
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。
1
年

生
の
座
る
場
所
が
壁
ぎ
わ
ま
で
び
っ

し
り
と
な
り
、
通
路
を
確
保
で
き

な
か
っ
た
。
ま
た
、
放
送
局
と
の

連
携
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

吹
奏
楽
部
と
放
送
局
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3
時
間
目
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備
と
リ
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サ
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た
が
、
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担
当
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は
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と
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会
の
練
習

を
し
た
の
で
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放
送
局
と
の
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
来

年
度
は
連
携
を
高
め
る
た
め
に
、

放
送
局
と
生
徒
会
の
担
当
者
が
合

同
で
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

旭
工
に
は
た
く
さ
ん
の
行
事
が

あ
る
。
ま
ず
紹
介
す
る
の
は
工
高

祭
だ
。
工
高
祭
は
2
日
間
に
わ
た
っ

て
行
な
わ
れ
る
。
1
日
目
は
ク
ラ

ス
ご
と
に
ス
テ
ー
ジ
で
ダ
ン
ス
や

歌
を
披
露
す
る
。
2
日
目
は
一
般

公
開
さ
れ
実
習
棟
で
各
科
の
科
展

示
や
ク
ラ
ス
で
行
な
う
ク
ラ
ス
企

画
、
2
、
3
年
生
は
駐
輪
場
で
模

擬
店
も
で
き
る
。
当
日
だ
け
で
は

な
く
準
備
期
間
も
普
段
は
話
さ
な

い
人
と
も
会
話
が
で
き
て
楽
し
い

▼
次
は
旭
工
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
。

個
人
競
技
と
ク
ラ
ス
や
各
科
対
抗

の
競
技
が
あ
る
。
個
人
競
技
は
ト

ラ
ッ
ク
競
技
と
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技

の
二
つ
が
あ
る
。
ク
ラ
ス
対
抗
リ

レ
ー
や
学
科
対
抗
リ
レ
ー
で
は
誰

か
が
ミ
ス
を
し
て
も
声
を
掛
け
合
っ

て
応
援
す
る
▼
最
後
は
春
季
体
育

文
化
大
会
だ
。
体
育
系
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球

が
あ
り
、
文
化
系
は
大
富
豪
や
Ｕ

Ｎ
О
な
ど
の
種
目
が
あ
る
。
運
動

が
苦
手
な
生
徒
で
も
文
化
系
の
種

目
が
あ
る
の
で
楽
し
め
る
▼
2
年

生
で
は
見
学
旅
行
が
あ
る
。
自
主

研
修
と
コ
ー
ス
別
研
修
が
あ
り
、

自
主
研
修
で
は
早
い
段
階
か
ら
班

員
と
計
画
を
立
て
て
い
く
。
当
日

は
計
画
通
り
に
行
か
な
い
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
れ
も
含
め
て
楽
し
い

も
の
に
な
る
。
私
の
班
も
計
画
通

り
に
動
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
皆
で
話
し
合
っ
て
楽
し
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ホ
テ
ル
で

は
仲
の
良
い
友
達
と
部
屋
が
一
緒

に
な
っ
た
り
、
他
の
部
屋
に
行
っ

て
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
し
た
り
で

き
て
楽
し
い
▼
そ
れ
ぞ
れ
内
容
は

全
く
違
う
が
、
ど
の
行
事
も
ク
ラ

ス
や
学
科
で
一
致
団
結
し
て
取
り

組
む
の
で
楽
し
く
、
仲
も
深
ま
り

よ
い
も
の
だ
。

（
化
3
佐
々
木
）
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工
高
タ
イ
ム
ス

工
高
タ
イ
ム
ス

北海道旭川工業
高等学校新聞局

〒078-8804
北海道旭川市緑が丘
東4条１丁目１－１

発行人（局長）

村岡 良祐
（工業化学科3年）

北海道旭川工業
高等学校新聞局

〒078-8804
北海道旭川市緑が丘
東4条１丁目１－１

発行人（局長）

村岡 良祐
（工業化学科3年）

学びを深める学びを深める

入
学
式
の
新
入
生
代
表
で
宣
誓
を
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
は
1
年
生
で
一
人
し
か

で
き
な
い
の
で
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
。

宣
誓
は
事
前
に
一
回
練
習
し
た
。
入
学

式
で
は
人
が
と
て
も
多
く
緊
張
し
た
が
、

ス
ラ
ス
ラ
宣
誓
で
き
て
良
か
っ
た
。
皆
の

前
で
大
き
な
声
で
話
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
ま
た
大
人
数
の
前
で
話
す
機
会
が
あ

れ
ば
こ
の
経
験
を
生
か
し
た
い
。

旭
工
に
入
学
し
た
理
由
は
、
小
学
生
の

と
き
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

が
好
き
で
、
も
っ
と
深
く
学
び
た
い
と
思
っ

た
か
ら
。
将
来
は
ゲ
ー
ム
を
作
る
会
社
や

身
近
な
電
子
機
器
を
作
る
会
社
に
就
職
し

た
い
。

入
学
後
に
集
団
行
動
で
正
し
い
整
列
を

学
び
、
こ
の
学
校
の
様
々
な
ル
ー
ル
を
覚

え
た
。
情
報
処
理
部
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
。
体
験
入
部
で
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

見
て
、
さ
ら
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
技
術

を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

入
学
式
の
新
入
生
代
表
で
宣
誓
を
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
は
1
年
生
で
一
人
し
か

で
き
な
い
の
で
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
。

宣
誓
は
事
前
に
一
回
練
習
し
た
。
入
学

式
で
は
人
が
と
て
も
多
く
緊
張
し
た
が
、

ス
ラ
ス
ラ
宣
誓
で
き
て
良
か
っ
た
。
皆
の

前
で
大
き
な
声
で
話
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
ま
た
大
人
数
の
前
で
話
す
機
会
が
あ

れ
ば
こ
の
経
験
を
生
か
し
た
い
。

旭
工
に
入
学
し
た
理
由
は
、
小
学
生
の

と
き
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

が
好
き
で
、
も
っ
と
深
く
学
び
た
い
と
思
っ

た
か
ら
。
将
来
は
ゲ
ー
ム
を
作
る
会
社
や

身
近
な
電
子
機
器
を
作
る
会
社
に
就
職
し

た
い
。

入
学
後
に
集
団
行
動
で
正
し
い
整
列
を

学
び
、
こ
の
学
校
の
様
々
な
ル
ー
ル
を
覚

え
た
。
情
報
処
理
部
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
。
体
験
入
部
で
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

見
て
、
さ
ら
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
技
術

を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
高
校
生
活
を
楽
し

ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
。
旭
工
独
自
の
集
団

行
動
を
通
し
て
規
律
遵
守
の
重
要
性
を
理

解
し
た
だ
ろ
う
か
。
立
ち
止
ま
っ
て
す
る

あ
い
さ
つ
は
慣
れ
る
と
意
外
に

気
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

集
団
行
動
の
授
業
は
2
、
3
年

生
で
も
行
な
う
の
で
忘
れ
ず
に
1
年
を
過

ご
し
て
ほ
し
い
。

新
入
生
歓
迎
会
を
通
し
て
様
々
な
部
・

局
・
同
好
会
を
知
っ
た
と
思
う
が
、
加
入

す
る
部
活
動
は
決
め
た
だ
ろ
う
か
。
ま
だ

決
め
て
い
な
い
人
や
加
入
す
る
予
定
が
な

い
人
に
は
加
入
を
お
す
す
め
す
る
。

部
活
動
に
加
入
す
る
と
、
大
会
参
加
と

い
う
経
験
を
し
た
り
、
先
輩
や
後
輩
が
で

き
年
齢
や
学
科
が
異
な
る
生
徒
と
つ
な
が

り
を
深
め
た
り
で
き
る
。
進
路
活
動
に
有

利
に
な
り
部
活
動
の
経
験
が
生
か
さ
れ
る
。

例
え
ば
昨
年
卒
業
し
た
新
聞
局
員
は
記
事

を
書
い
た
知
識
や
技
術
を
生
か
し
、
大
学

の
志
望
動
機
を
書
い
た
。
活
動
は
楽
な
も

の
ば
か
り
で
は
な
く
、
努
力
や
葛
藤
を
経

験
す
る
だ
ろ
う
。
部
活
動
を
通

し
て
得
た
こ
と
は
決
し
て
無
駄

に
は
な
ら
な
い
。

気
に
な
っ
た
部
活
動
へ
体
験
入
部
し
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
高
校
生
活
を
ど

の
よ
う
に
過
ご
す
の
か
を
慎
重
に
考
え
て

み
よ
う
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
高
校
生
活
を
楽
し

ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
。
旭
工
独
自
の
集
団

行
動
を
通
し
て
規
律
遵
守
の
重
要
性
を
理

解
し
た
だ
ろ
う
か
。
立
ち
止
ま
っ
て
す
る

あ
い
さ
つ
は
慣
れ
る
と
意
外
に

気
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

集
団
行
動
の
授
業
は
2
、
3
年

生
で
も
行
な
う
の
で
忘
れ
ず
に
1
年
を
過

ご
し
て
ほ
し
い
。

新
入
生
歓
迎
会
を
通
し
て
様
々
な
部
・

局
・
同
好
会
を
知
っ
た
と
思
う
が
、
加
入

す
る
部
活
動
は
決
め
た
だ
ろ
う
か
。
ま
だ

決
め
て
い
な
い
人
や
加
入
す
る
予
定
が
な

い
人
に
は
加
入
を
お
す
す
め
す
る
。

部
活
動
に
加
入
す
る
と
、
大
会
参
加
と

い
う
経
験
を
し
た
り
、
先
輩
や
後
輩
が
で

き
年
齢
や
学
科
が
異
な
る
生
徒
と
つ
な
が

り
を
深
め
た
り
で
き
る
。
進
路
活
動
に
有

利
に
な
り
部
活
動
の
経
験
が
生
か
さ
れ
る
。

例
え
ば
昨
年
卒
業
し
た
新
聞
局
員
は
記
事

を
書
い
た
知
識
や
技
術
を
生
か
し
、
大
学

の
志
望
動
機
を
書
い
た
。
活
動
は
楽
な
も

の
ば
か
り
で
は
な
く
、
努
力
や
葛
藤
を
経

験
す
る
だ
ろ
う
。
部
活
動
を
通

し
て
得
た
こ
と
は
決
し
て
無
駄

に
は
な
ら
な
い
。

気
に
な
っ
た
部
活
動
へ
体
験
入
部
し
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
高
校
生
活
を
ど

の
よ
う
に
過
ご
す
の
か
を
慎
重
に
考
え
て

み
よ
う
。

部活動に加入を部活動に加入を

高
校
生
活
を
有
意
義
に

高
校
生
活
を
有
意
義
に

長原慶弥君(情1)長原慶弥君(情1)

新入生代表として宣誓新入生代表として宣誓

趣味は音楽鑑賞趣味は音楽鑑賞

局
説
局
説

新入生
歓迎会
新入生
歓迎会

会
場
が
盛
り
上
が
っ
た

会
場
が
盛
り
上
が
っ
た

「
一
日
で
も
早
く
活
躍
し
た
い
」

「
一
日
で
も
早
く
活
躍
し
た
い
」

放
送
局
と
の

連
携
強
化
を

放
送
局
と
の

連
携
強
化
を

副
会
長

熊
谷
慶
嗣
君

副
会
長

熊
谷
慶
嗣
君

新
入
生
歓
迎
会
が
4
月
11
日
の
3
～
6
時
間
目
に
体
育
館

で
行
な
わ
れ
た
。
今
年
か
ら
名
称
が
「
対
面
式
・
部
活
動
紹

介
」
か
ら
「
新
入
生
歓
迎
会
」
に
変
わ
っ
た
。

新
入
生
歓
迎
会
が
4
月
11
日
の
3
～
6
時
間
目
に
体
育
館

で
行
な
わ
れ
た
。
今
年
か
ら
名
称
が
「
対
面
式
・
部
活
動
紹

介
」
か
ら
「
新
入
生
歓
迎
会
」
に
変
わ
っ
た
。

あ
い
さ
つ
を
す
る
近
藤
晴
斗
君
（
機
１
）

あ
い
さ
つ
を
す
る
近
藤
晴
斗
君
（
機
１
）

パスを出すラグビー部の水口怜央君（建2）パスを出すラグビー部の水口怜央君（建2）



情
報
技
術
科
3
年
生
の
香
林
秀

明
君
と
小
林
瑠
生
伽
君
、
坂
瀬
陽

斗
君
は
5
月
15
～
16
日
に
苫
小
牧

工
業
高
校
で
行
な
わ
れ
る
第
25
回

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

電
子
回
路
組
立
部
門
に
出
場
す
る
。

練
習
は
毎
日
1
時
間
半
以
上
。
競

技
内
容
は
2
時
間
半
の
制
限
時
間

内
で
基
板
に
電
子
部
品
を
は
ん
だ

づ
け
し
、
マ
イ
コ
ン
で
制
御
基
板

上
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
モ
ー
タ
ー
を
制
御

す
る
。
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

み
、
文
字
や
時
間
を
表
す
電
光
掲

示
板
を
製
作
す
る
。
競
技
は
基
板

の
奇
麗
さ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

完
成
度
を
評
価
す
る
。

香
林
君
は
「
電
子
回
路
の
技
術

面
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
の

で
、
大
会
に
出
よ
う
と
決
め
た
。

練
習
で
は
、
は
ん
だ
づ
け
の
作
業
、

電
子
部
品
の
取
り
扱
い
に
気
を
付

け
て
い
る
。
大
変
な
と
こ
ろ
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
エ
ラ
ー
が
あ
っ
た

ら
修
正
で
き
る
が
、
う
ま
く
動
作

し
な
か
っ
た
場
合
は
焦
っ
て
し
ま

う
と
こ
ろ
な
の
で
、
冷
静
に
対
処

す
る
。
今
年
は
昨
年
よ
り
も
良
い

大
会
に
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

小
林
君
は
「
旭
工
を
卒
業
し
た

兄
が
こ
の
大
会
で
優
良
賞
を
取
っ

た
。
そ
の
兄
の
姿
に
憧
れ
て
越
え

た
い
と
思
い
、
出
場
を
決
め
た
。

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
や
け

ど
や
切
り
傷
、
は
ん
だ
づ
け
で
は

ラ
ー
ド
線
に
注
意
し
な
が
ら
は
ん

だ
を
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
付
け
る

こ
と
。
昨
年
は
あ
ま
り
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
は
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
よ
う
に
作
業
し
た
い
。

本
番
で
は
は
ん
だ
づ
け
で
汚
く
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
も
ミ
ス
を
し
な
い
よ
う

に
す
る
。
練
習
で
培
っ
た
知
識
と

技
術
を
大
会
で
生
か
し
た
い
」
と

話
し
た
。

坂
瀬
君
は
「
中
学
生
の
頃
か
ら

電
子
工
作
に
憧
れ
た
の
で
出
場
す

る
こ
と
に
し
た
。
マ
イ
コ
ン
は
精

密
機
械
な
の
で
壊
れ
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
た
い
。
今
は
地
道
に
は

ん
だ
づ
け
な
ど
を
練
習
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

電
気
科
2
年
生
の
荻
原
優
月
君

が
5
月
21
～
22
日
に
旭
工
で
行
な

わ
れ
る
第
25
回
高
校
生
も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
電
気
工
事
部
門
に

出
場
す
る
。
競
技
は
実
技
の
み
で

板
に
電
気
配
線
を
設
置
す
る
工
事

を
制
限
時
間
内
に
行
な
う
。
工
事

の
速
さ
と
丁
寧
さ
が
重
視
さ
れ
る
。

持
ち
点
１
０
０
点
か
ら
減
点
方
式

で
採
点
さ
れ
る
。

電
気
科
の
細
田
一
輝
先

生
の
勧
め
で
出
場
を
決
め

た
。
昨
年
11
月
か
ら
吹
奏

楽
部
と
か
け
も
ち
し
、
週

1
、
2
回
の
ペ
ー
ス
で
放

課
後
18
時
ま
で
も
の
づ
く

り
の
練
習
を
し
て
い
る
。

荻
原
君
は
「
金
属
管
曲

げ
の
作
業
以
外
は
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
が
金
属
管
を

直
角
に
曲
げ
る
作
業
が
難

し
く
、
力
加
減
で
形
が
大

き
く
変
わ
り
苦
労
し
て
い
る
。
ま

た
1
つ
の
金
属
管
を
2
回
曲
げ
る

工
程
も
あ
る
の
で
速
く
落
ち
着
い

て
曲
げ
た
い
。
吹
奏
楽
部
と
並
行

し
て
練
習
し
て
い
る
の
で
ど
ち
ら

に
も
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
頑
張

り
、
も
の
づ
く
り
で
全
国
大
会
出

場
を
目
指
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

第５１０号（２） 工 高 タ イ ム ス ２０２５（令和７）年４月２５日

卒
業
設
計
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
工

業
高
校
の
部
（
日
本
建
築
学
会
北
海

道
支
部
主
催
）
に
3
月
に
卒
業
し
た

建
築
科
の
安
廣
駿
太
朗
君
と
久
保
田

悠
友
君
が
応
募
し
、
安
廣
君
が
最
高

賞
の
金
賞
、
久
保
田
君
が
銀
賞
を
受

賞
し
た
。
旭
工
は
4
年
連
続
で
金
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

安
廣
君
は
買
物
公
園
へ
の
建
設
を

想
定
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
「
Ａ

Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
」
を
設
計
。

安
廣
君
は
「
ま
さ
か
自
分
が
受
賞

す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
感
想

を
述
べ
、
「
春
先
に
構
想
を
練
り
、

設
計
を
始
め
た
。
模
型
は
10
月
か
ら

12
月
に
完
成
し
、
2
月
に
手
直
し
を

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
雨
で
も
遊
べ

る
場
所
が
あ
ま
り
な
く
、
街
に
活
気

を
取
り
戻
し
た
い
と
思
い
、
こ
の
施

設
の
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
。
さ
ら

に
幅
広
い
年
代
に
も
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
大
人
た
ち
の
健
康
づ
く
り

も
考
え
た
」
と
語
っ
た
。

久
保
田
君
は
北
彩
都
へ
の
建
設
を

想
定
し
た
「
北
彩
都
Ｆ
ｌ
ｕ
ｓ
ｓ
」

を
設
計
。
直
線
的
な
建
物
は
昔
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
壁
に
は
赤
レ
ン
ガ
を
使

用
し
て
、
昔
の
旭
川
の
街
並
み
を
思

い
起
こ
す
よ
う
な
設
計
と
し
た
。
4

棟
か
ら
な
る
複
合
施
設
の
中
に
は
、

Ａ
棟
の
商
業
施
設
に
は
シ
ニ
ア
世
代

を
意
識
し
た
店
舗
が
入
り
、
Ｃ
棟
に

は
博
物
館
が
あ
る
。
Ｂ
棟
に
は
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
、
Ｄ
棟
に
は
商
業
施
設
が
あ

る
。
こ
れ
ら
を
結
ぶ
の
は
忠
別
川
に

架
か
る
神
楽
橋
か
ら
名
前
を
取
っ
た

「
神
楽
通
り
」
と
い
う
道
だ
。
自
然

と
人
工
物
と
の
間
を
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

久
保
田
君
は
「
こ
の
1
年
間
頑
張
っ

た
。
目
標
は
金
賞
だ
っ
た
が
届
か
ず
、

悔
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
荻
原
魁
大
君
（
土
3
）

は
3
月
25
～
30
日
に
大
阪
府
で
行
な
わ
れ
た

第
36
回
全
国
高
等
学
校
ボ
ク
シ
ン
グ
選
抜
大

会
の
男
子
ウ
エ
ル
タ
ー
（
Ｗ
）
級
に
出
場
し
、

5
位
に
入
賞
し
た
。

荻
原
君
は
「
目
標
だ
っ
た
1
位
で
は
な
く

悔
し
か
っ
た
が
、
1
回
戦
を
突
破
し
て
5
位

に
入
り
す
ご
く
う
れ
し
い
。
全
国
大
会
に
出

場
し
て
、
体
づ
く
り
が
他
の
選
手
よ
り
も
で

き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
も
っ
と
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
鍛
え

て
い
く
。
ま
た
、
相
手
と
の
打
ち
合
い
に
対

応
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
イ
ン
フ
ァ
イ

ト
の
練
習
を
し
た
い
。
階
級
は
69
㎏
級
の
ま

ま
で
い
く
、
体
重
が
軽
く
身
長
も
低
い
の
で

相
手
の
攻
撃
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
階
級
の

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
体
重
を
増
や
し
た
い
。
自
分

の
得
意
な
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
な
が
ら
懐

（
ふ
と
こ
ろ
）
に
入
り
込
む
の
が
う
ま
く
で

き
た
。
試
合
中
に
逃
げ
腰
だ
っ
た
と
き
が
あ
っ

た
が
、
ジ
ャ
ブ
が
来
た
と
こ
ろ
に
フ
ッ
ク
で

カ
ウ
ン
タ
ー
で
き
て
良
か
っ
た
。
頭
を
下
げ

過
ぎ
て
反
則
を
多
く
と
ら
れ
た
の
と
、
手
数

が
少
な
か
っ
た
の
が
悪
か
っ
た
。
相
手
の
攻

撃
を
避
け
た
と
き
に
反
撃
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
残
念
だ
っ
た
」
と
話
し
た
。

金
属
管
の
曲
が
り
を
確
認
す
る
荻
原
君
（
電
2
）

卒業設計コンペティション工業高校の部

安廣君が金賞受賞
アスレチック施設設計 街に活気を

受
賞
し
た
安
廣
君
（
右
）
と
久
保
田
君

ボクシング部

荻
原
君

全
国
5
位
に

カ
ウ
ン
タ
ー
で
初
戦
を
突
破

知
識
と
技
術
を
生
か
す

は
ん
だ
づ
け
の
練
習
を
重
ね
る

全
国
出
場
を
目
指
す

電
気
工
事
部
門

ファイティングポーズをとる荻原君

ものづくり
コンテスト

情
報
技
術
科

電
子
回
路
組
立
部
門

第
25
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
5
月
15
日
の
電
子
回
路
組
立

部
門
か
ら
始
ま
る
。
電
子
回
路
組
立
部
門
に
3
人
、
電

気
工
事
部
門
に
1
人
が
出
場
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

に
出
場
す
る
選
手
た
ち
の
意
気
込
み
を
紹
介
す
る
。

速
く
丁
寧
に
工
事
を

電
子
回
路
組
立
部
門
（
情
報
技
術
科
）

5
月
15
～
16
日

苫
小
牧
工
業
高
校

電
気
工
事
部
門
（
電
気
科
）

5
月
21
～
22
日

旭
川
工
業
高
校

木
材
加
工
部
門
（
建
築
科
）

6
月
19
日

釧
路
工
業
高
校

化
学
分
析
部
門
（
工
業
化
学
科
）

6
月
20
日

札
幌
琴
似
工
業
高
校

溶
接
部
門
（
電
子
機
械
科
）

6
月
26
～
27
日

北
海
道
地
区
溶
接
技
術
検
定
委
員
会

自
動
車
整
備
部
門
（
電
子
機
械
科
）

8
月
5
～
6
日

専
門
学
校
北
海
道
自
動
車
整
備
大
学
校

測
量
部
門
（
土
木
科
）

8
月
4
～
5
日

帯
広
工
業
高
校

旋
盤
作
業
部
門
（
電
子
機
械
科
）

8
月
19
～
20
日

札
幌
工
業
高
校

各
部
門
の
開
催
日
と
会
場

左
か
ら
坂
瀬
君
、
香
林
君
、
小
林
君

電気科


